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1. はじめに 

現場からコンクリートプラントに返送された戻りコンクリートの再生処理として，硬化後に破砕して再生骨材と

しての再利用する方法があるが，細粒分も含めた全量の再利用は難しい状況にある．また，フレッシュ状態にある

戻りコンクリートの石灰処理や真空凍結乾燥処理によるセメントの回収技術の開発も試みられている 1),2)．今後再

資源化率を向上させるためには，より付加価値の高い再資源化技術とその利用技術の開発が望まれる．そこで本研

究では，フレッシュ状態にある戻りコンクリートの全量を造粒処理することによる再生骨材の製造を試みるととも

に，骨材の基本特性とこの骨材を用いた再生コンクリートの強度特性について検討した． 

 

2. 実験方法 

再生骨材は，戻りコンクリートを想定した 24-18-20-N のフレッシュ状態にある生コンクリートから製造した．は

じめに，上記生コンクリートを積載したミキサー車のドラムを回転させながら，二成分形の特殊凝集剤のうち,急結

作用のある B 材をホッパーから袋ごと添加して 3 分間練り混ぜた．その後に，凝集作用のある A 材をホッパーから

入れ 4 分間練り混ぜ，ミキサー車のドラムを高速回転させた後に，造粒処理した再生骨材（以下 IWA 骨材という）

を排出した．また,翌日に一部団粒化した IWA 骨材は，バックホウショベルにより軽く破砕処理を行った． 

 5 mm 以上の粒径に分級した IWA 骨材の粒度，密度，吸水率を調べるとともに，この IWA 骨材と元の石灰石の混

合砕石（IWA 骨材の置換率 0 %，30 %，100 %）を用いたコンクリートの圧縮強度を室内実験により調べた．IWA 骨

材と元の石灰石との混合砕石を用いたコンクリートの配合は，水結合材比 46.3 %，細骨材率 40.3 %，目標スランプ

12 cm，目標空気量 4.5 %とした(表-1）． 

 

3. 実験結果及び考察 

3.1 骨材の物理特性 

IWA 骨材のふるい分け試験による粒度曲線を図-1 に示す．IWA 骨材の粗粒率は粗骨材で 6.64，細骨材で 2.13 と

なり，元の骨材である石灰石の粗骨材の粗粒率 7.22，及び普通砂の粗粒率 2.45 と比べて粒径が小さくなる．ま

た,IWA 骨材の細骨材の粒径が 1.2 mm 以下では，普通砂より細粒分が多くなっている．IWA 骨材を製造する段階

でミキサー車から排出した翌日にバックホウショベルで軽く骨材の破砕処理を行ったが，その破砕の程度によっ

て含有する細粒分が変動したためと考えられる．粗骨材の粒度については，元の石灰石と有意な差はみられない． 
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石灰石砕石 G1 IWA粗骨材 G2
0 46.3 40.3 169 310 55 693 1066 0 5.47 4.95
30 46.3 40.3 169 310 55 693 746 320 5.47 4.95
100 46.3 40.3 169 310 55 693 0 1066 5.47 4.95
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表-1 IWA 粗骨材と石灰石との混合砕石を用いたコンクリートの配合 



IWA 骨材は，石灰石と比較して表乾密度が 8.5 %，絶乾密度が 13.4 %，単位容積質量が 3.7 %小さくなり，吸水

率は石灰石の 8 倍程度の値となる．密度が小さくなるのは，造粒処理によって粗骨材の周りに付着したモルタル分

によると考えられる． 

3.2 再生コンクリートの圧縮強度特性 

IWA 骨材と石灰石との混合砕石を用いたフレッシュ状態の再生コンクリートは，目標スランプ 12 cm に対して

10.3 cm~11.4 cm，目標空気量 4.5 %に対して 3.7 %~4.1 %となり，材料分離することなく十分なワーカビリティーを

得ることができた.硬化コンクリートの単位容積質量は，IWA 骨材の置換率が 30 %までは 2.40 t/m3 前後であるが，

全量 IWA 骨材とした場合では石灰石を用いたコンクリートより 5 ％小さくなる傾向にある.また,硬化コンクリー

トの吸水率は，IWA 骨材を用いた場合と用いない場合の差はほとんどなく，これはセメントペースト基質部分の吸

水率の影響が支配的になったためと考えられる． 

骨材の全量を IWA 骨材に置換した再生コンクリートの圧縮強度は 37.0 N/mm2 となり，石灰石を用いたコンクリ

ートの 87 %の強度発現が得られる．また，IWA 骨材の置換率を 30 %にした場合は 41.4 N/mm2で，石灰石を全量用

いたコンクリートとほぼ同じ強度となる．これから，IWA 骨材の置換率 30 %まではコンクリートの強度低下への影

響は少なく，IWA 骨材を全量置換しても 13 %の強度低下にとどまることが判明した． 

 

4. まとめ 

フレッシュ状態にある戻りコンクリートは，これに特殊な凝集剤を添加し造粒処理することで，再生骨材として

全量回収することができた．元の石灰石を IWA 骨材で 30 %置換した混合砕石を用いたコンクリートの圧縮強度は，

石灰石を全量用いたコンクリートとほとんど差はみられない．今後は，IWA 骨材を全量利用したコンクリートの強

度の増大について，さらに追求を深める予定である． 
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図-1 IWA 骨材の粒度曲線 

 

表-2 IWA 粗骨材の物理特性 

 
 

表-3 再生コンクリートの特性 

 
 

IWA粗骨材 2.47 2.32 6.17 1.55

石灰石 2.70 2.68 0.73 1.61
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0% 11.4 3.7 42.7 0.74

30% 10.3 3.6 41.4 0.84

100% 10.4 4.1 37.0 0.78
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